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ロータリーソング「それでこそロータリー」 

「四つのテスト」  瀧澤 秀俊 会員   

            

≪ゲスト・ビジターの紹介≫ 

 卓話ゲスト：小柴 智彦 様 

（2780 地区職業奉仕副委員長/藤沢東 RC） 

       塩坂 源一郎 様 

     （2780 地区職業奉仕副委員/藤沢西 RC） 

 

≪会長報告≫ 

・佐藤ガバナーから毎回の会長報告ではロータリー 

 の話をするようにとの要望が出されております。 

 2 月 23 日はロータリーの創立記念日です。日本で

は天皇誕生日と重なり、とても喜ばしい日であり

ます。 

 また 2 月のロータリー月間テーマは“平和構築と紛

争予防月間”となっています。最近はロシア、ウク

ライナの紛争、戦争の終わりが見えない中デビィ夫

人がウクライナを訪問した等々連日戦争に関する

のニュースばかりが目立ちます。そこで来月のテー

マにちなんでロータリー平和フェローについてお

話しようと思います。 

 ロータリーには平和フェローシップという奨学金

制度があります。 

 

 

 普段、ロータリー奨学金、米山奨学金や、青少年 

 交換プログラムの奨学金の話は、身近な話題とし 

 て接していますが平和フェローシップのことはあ 

 まり話す機会が無いように思います。ご存じの通 

 りフェローシップとは大学や研究所における教員 

 や特別研究員のことを言います。 

 毎年、ロータリー平和センター提携大学で学ぶ最 

 高 130 名のフェローが世界中から選ばれ、ロータ 

 リーからフェローシップ（全額支給の奨学金）が 

 授与されます。フェローシップには、授業料・入 

 学金全額、滞在費（宿舎・食費）、往復航空券、イ 

 ンターンシップと実地研修の費用が含まれます。 

 2002 年に創設されて以来ロータリー平和センター 

 は 1,500 人以上のフェローを輩出して来ました。 

 これらのフェローは現在、115 カ国以上で活躍し、 

 政府、NGO、教育、研究機関、平和維持および法 

 執行機関のほか、国連や世界銀行といった国際機 

 関でリーダーシップを発揮しています。フェロー 

 の活躍により早く紛争が落ち着くことを願うばか 

 りです。 

 

≪幹事報告≫ 

・１月 18 日の理事役員会報告 

 １．RI 人頭分担金、地区分担金、ロータリーの友 

   米山奨学会普通寄付等の下期拠出の承認 
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 2．創立 70 周年事業実行委員会の報告 

   大小原副委員長より 

   ・藤沢市バスケットボール協会関係者と、2 月 8

日 18 時より懇談予定 

   ・カンボジアでの奉仕活動を、椋梨会員を中心

に検討（カンボジア障碍者のスポーツ支援、

ニューチャイルドケアセンターの児童来日の

際のサポート等） 

   ・クラブビジョンは 2 月頃よりクラブ奉仕委員

会と共にアンケート検討 

・次回は 1 月 25 日（水）例会後に開催 

   3．2 月 18 日 新会員の集い 参加費の件  

参加費 5.000 円をクラブ負担することを承認 

4．岩田 和 会員 お祝いの件 

2 月 4 日 米寿をお迎えの為、2 月 1 日の例会

で花束を贈呈する。欠席の場合には、2 月 4 日

にお花をお届けすることを、承認。 

（神中生花店 吉川会員に依頼） 

5．10－12 月の会計報告  承認 

   6．その他 

  ・佐々木俊二会員のご異動の件（後任 松浦 

功様と共に、理事会前にご挨拶に来会） 

  ・半期活動報告について、文書を読み上げる以

外の方法がないか検討したい 

  ・活動していない（機能していない）委員会が

ある。委員会の数も多く兼任の会員が多い。

次年度に向けて、委員会の統合等検討したら

どうか？ 次回 2 月 8 日 例会後の理事会で

小河会長エレクトより提案する。 

 

≪お祝い≫ 

 会員誕生日 1月 30日 和田 庄治 会員 

 

 結婚記念日 1月 25日 大小原 徹 会員 

 

 

≪スマイル報告≫ 

小柴 智彦 様(地区職業奉仕副委員長/藤沢東 RC） 

 本日は卓話でお邪魔しました。私自身 勉強中で 

す役不足ですが、よろしくお願いします。 

塩坂 源一郎 様(地区職業奉仕副委員/藤沢西 RC） 

 本日はよろしくお願い致します。 

 藤沢西の塩坂です。小柴副委員長と参りました。 

 どうぞよろしくお願い申し上げます。 

廣島 純 会長 

 小柴様、塩坂様、本日はよろしくお願いいたしま 

す。 

瀧澤 秀俊 会員 

 小柴さん、塩坂さん、藤沢ロータリークラブへよ 

うこそ！ 

 卓話を楽しみにしております。 

和田 庄治 会員 

 誕生日のお祝いをいただき、ありがとうございま 

す。 

椋梨 兼彰 会員 

 小柴様、塩坂様、本日はようこそ！ 

 卓話よろしくお願い致します。 

川上 彰久 会員 

 小柴さん、塩坂さん、本日の卓話よろしくお願い 

いたします。 

大小原 徹 会員 

 結婚記念日のお祝い、ありがとうございます。 

 熟年なんとかで放り出されないよう気を付けて行 

 動します。 

 手おくれかも！ 

 



小河 静雄 会員 

 小柴様、塩坂様、ようこそ、藤沢ロータリークラ 

 ブへ。 

 本日の卓話を楽しみにしています。 

鈴木 大次 会員 

 小柴様、塩坂様、本日は卓話ありがとうござい 

 ます。 

岡崎 記久子 会員 

 寒波大したことなくてよかったですね。 

 小柴さん、卓話よろしくお願いします。 

 

≪小話 3分間スピーチ≫ 

  田中 正明 会員 

 

ロシアのウクライナ侵攻問題についてお話いただき 

ました。 

 

≪卓話≫ 

 職業月間卓話  

 「職業奉仕」の第 1歩 

 国際ロータリー2780 地区職業奉仕委員会 

 副委員長 小柴 智彦 様（藤沢東 RC） 

 

1.表題の説明 

本年度の地区職業奉仕委員会の卓話のテーマは、

「第一歩」です。「職業奉仕」を改めて考える機会を

作る「第一歩」になればと思っています。 

2.職業奉仕アンケート「職業奉仕について」 

2021-22 年度の「地区研修協議会 職業奉仕部

門」の分科会にてアンケートをお願いしました。そ

の中で「職業奉仕」については、良く理解している

15％ 理解しているが上手に説明出来ない 59％ 難

しくて理解出来ない 19％でした。結果約 80％の方

が、「職業奉仕」の説明や伝える事は難しいと回答さ

れました。 

3.ロータリーの誕生と職業奉仕の理念の導入 

シカゴで創設されたロータリークラブですが、初

めは「親睦」友達つくり仲間作りです。その後、ド

ナルド・カーターが入会する時、ロータリーの活動

に疑問を感じ、「奉仕」の考え方を持ち込み。コリン

ズの「超我の奉仕」の提唱、その後、アーサーフラ

ンクリンによって、「超我の奉仕」は修正されます。

同時期に職業奉仕の倫理理念として「ロータリーの

目的」が提唱され、その後ハーバード・テイラー

1955-56 年 RI 会長によって「四つのテスト」が提唱

されました。 

4.ロータリーの目的と四つのテスト 

 ロータリーの会員は、四つのテストを意識して、

自分の事業や社会での役割に努める事が実践の「第

一歩」です。迷った時に「四つテスト」を思い出し

てください。 

5.職業に就かない人もロータリーの会員「職業奉仕」

は？？ 

 職業分類が大幅に緩和され、職業を持たない人

も、またローターアクトも RI より正式に会員として

認められ、我々と同様に会員となりました。ロータ

ーアクトは学生から社会人など幅広い人がいます。

今までは、会社の経営者やそれに準じる職業に就い

ている人が会員（ロータリアン）として様々な活動

を一緒に行い、「奉仕の理想」を求めてきました。

「職業奉仕」も同様です、自分の事業に誇りを持っ

て、地域やその業界において、模範となる行動や倫

理を実践することが「職業奉仕」の根幹、金看板の

由来です。では、今後「職業奉仕」は無用でしょう

か。職業は、社会活動において重要な役割を持って

います。同じようにサラリーマンの人も社会にとっ



て重要な役割を担っています。主婦の人も団体役員

の人も社会活動で皆必要な役割を持っています。

我々と同じように「職業奉仕」を持つ事は、会員と

してふさわしい事と理解しています。 

6.職業奉仕を実践・継承してゆくには・・・ 

 職業奉仕の理念や行動規範は「職業奉仕」だけに

収まらず、ロータリー会員の「行動の哲学」と言わ

れています。職業奉仕の機能を生かす事で、会員の

モチベーションを高める、入会の勧めとして「職業

奉仕」を伝えて倫理、高潔性の高い、様々な職種や

人材のいるクラブであることを伝えるなど「職業奉

仕」の機能を生かして活動しよう。そのためには、

自分自身の仕事や社会での役割を大切にしよう。こ

の機能を生かし、存続、継続してゆくには、後継者

や若い人にこの機能を伝えましょう。 

7.職業奉仕は人づくり  

職業奉仕は一時的な活動や 1 回の行動では出来な

い事が多いです。実践においても同じです。例会の

参加によって「親睦」を高め、お互いが「奉仕の理

想」を学び、自己研鑽から実践に、活動していくこ

とは素晴らしい事だと思います。多くの先輩会員

は、「職業奉仕」は人つくりと言っています。職業通

じて、社会の役割をつうじて、「社会に役立つ人材育

成」がロータリーの役目だと言っていいかもしれま

せん。今後、「職業奉仕」と言う言葉が変わったり、

無くなったりするかもしれませんが、高潔性や公平

性、社会の為の行動をなくさないように「好意と友

情」を深めていけばと思います。  

 

 

 

 

 

例会後、創立 70周年記念事業実行委員会が開催され

ました。 

 

 

 


